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徳島ペンクラブ通信 第 197号 

                 2024年（令和6年）4月1日         

                         発行                    

１９６７年（昭和４２年）創立          徳島ペンクラブ                       

令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年
度
） 

♦
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
の
ご
案
内 

 

令
和
６
年
度
の
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

年
一
度
の
会
員
集
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
追
懐
と
と
も
に
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
本
会
の
運
営
に
貴
重
な
ご
意
見
、

ご
教
示
を
頂
き
た
く
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
総
会
終
了
後
、
ラ
ン
チ

会
食
を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
食
事
を
共
に
楽
し
み
な

が
ら
、
ご
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

記 

一
、
日
時 

令
和
６
年
５
月
６
日 

午
前
９
時
30
分
受
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10
時 

 

開
催 

一
、
会
場 

阿
波
観
光
ホ
テ
ル 

３
階
ロ
イ
ヤ
ル
パ
レ
ス 

 
 
 
 
 
 
 

徳
島
市
一
番
町
３―

16―

３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
８―

６
２
２―

５
１
６
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
ａ
ｘ 

０
８
８―

６
２
２―

２
８
５
７ 

一
、 

講
演
「
師 

塚
本 
邦
雄
を
語
る
」 

講
師 

徳
島
新
聞
歌
壇
選
者
・
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理
事 

松
田 

一
美 

様 
 
 
 

一
、
総
会 

次
第  

１
、 

会
長
挨
拶 

２
、 

今
年
度
役
員
紹
介 

３
、 

令
和
５
年
度
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
事
業
報
告 

４
、 

令
和
５
年
度
収
支
決
算
報
告 

５
、 

令
和
６
年
度
事
業
計
画 

６
、 

令
和
６
年
度
収
支
予
算
書 

７
、 

今
後
の
運
営
に
対
す
る
意
見
・
助
言
・
提
案
等 

８
、 

閉
会 

一
、
ラ
ン
チ
会
食 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
会
食
会
費 

３
，
０
０
０
円
） 

♦
新
・
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞 

決
定
し
ま
し
た 

ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
41
発
行
を
機
に
、
新
し
い
企
画
に
拠
る
ペ
ン
ク

ラ
ブ
賞
が
再
発
足
し
、
こ
の
度
、
会
員
の
皆
様
の
投
票
に
よ
り
、
受
賞
作
品
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
昨
年
12
月
配
布
の
〝
「
新
・
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
」

に
つ
い
て
〟
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
各
部
門
に
タ
イ
ト
ル
賞
・
企
画
賞
・

感
動
賞
の
３
賞
が
設
定
さ
れ
、
評
価
の
焦
点
が
明
確
に
示
さ
れ
る
た
め
、
文
芸

高
揚
の
一
助
と
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。 

Ａ
部
門
：
随
筆
、
小
説
、
評
論
、
特
集
等 

Ｂ
部
門
：
俳
句
、
短
歌
、
連
句
、
詩
、
歌
詞
、
川
柳
等 

ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
者  

１
、 

タ
イ
ト
ル
賞 

Ａ
部
門 

 

「
離
婚
じ
ゃ
っ
‼
」 

 

六
田 

靖
子 

様 

Ｂ
部
門 

 

「
空
空
と
」 

 
 
 
 

二
橋 

満
璃 

様 

２
、 

企
画
賞 

Ａ
部
門 

 

「
モ
モ
ヱ
さ
ん
の
声
」 

辻
本 

一
英 

様 

Ｂ
部
門 

 

「
乙
女
子
の
」 

 
 
 

竹
内 

菊
世 

様 

３
、 

感
動
賞 

Ａ
部
門 

 

「
モ
モ
エ
さ
ん
の
声
」 

辻
本 

一
英 

様 

Ｂ
部
門 

 

「
あ
れ
が
父
」 

 
 
 

松
尾 

初
夏 

様 
 

 

♦
初
め
て
の 

 
 
 
 
 
 

感
想
懇
談
会 

開
催 

 
 

 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
41
発
行
と
、 

新
た
な
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
の
決
定
に
伴
い
、
本
年 

３
月
６
日
、
県
立
文
学
書
道
館
に
お
き
ま
し
て 

第
一
回
感
想
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ペ
ン 

ク
ラ
ブ
賞
各
部
門
受
賞
作
品
を
主
に
、
そ
の 

受
賞
者
を
交
え
て
、
著
作
の
趣
意
を
明
ら
か
に 

し
て
頂
く
と
共
に
、
読
者
の
感
想
や
意
見
を 

述
べ
合
い
、
同
時
に
相
互
研
鑽
に
資
す
る
有 

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
参
加
者
は 

19
名
。
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
今
後 

ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                                        Abyuyubybybyybb 

１
ペ
ー
ジ 

総
会
案
内
・
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
・
感
想
懇
談
会 

２
ペ
ー
ジ 

県
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
原
稿
募
集
・
各
賞
受
賞
者
紹
介 

新
会
員
紹
介 

３
ペ
ー
ジ 

秋
の
文
学
散
歩
案
内
・
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
特
集
案
内
・
ひ
と
り
ご
と
欄 

４
ペ
ー
ジ 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
。
ほ
ん
の
散
歩
道 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ 

 

選
集
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
41 

感想懇談会の風景（於 県立文学書道館） 
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♦
県
民
文
化
祭
分
野
別
プ
ロ
グ
ラ
ム 

於
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
１
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ 

◉
徳
島
の
未
来
の
文
芸
を
考
え
る
ー
人
工
知
能
を
利
用
し
た
文
筆
活
動
に
つ
い
て
◉ 

昨
年
11
月
23
日
に
開
催
し
た
恒
例
の
県
民
文
化
祭
の
昨
年
の
テ
ー
マ
は
、
い
ま
話
題
の
生
成
Ａ
Ｉ

に
つ
い
て
で
す
。
特
に
我
々
文
芸
に
関
わ
る
者
に
は
、
直
接
関
係
す
る
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
最
大
の
関

心
事
と
な
り
ま
し
た
。
依
岡 

隆
児
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
の
開
会
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
西
池 

冬
扇
副

会
長
司
会
の
も
と
で
パ
ネ
ル
討
論
会
が
始
ま
り
、
最
初
に
４
氏
各
位
の
Ａ
Ｉ
に
関
し
て
の
所
感
と
現
状

を
述
べ
ら
れ
、
次
い
で
今
後
の
動
向
と
進
む
べ
き
方
向
を
示
唆
し
て
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に
参
加
者
か

ら
の
質
問
に
応
じ
て
頂
き
、
実
り
あ
る
ひ
と
時
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

パ
ネ
リ
ス
ト  

里 

正
彦 

様 
 
 

徳
島
経
済
研
究
所
主
席
研
究
員 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木 
義
登 

様 

四
国
大
学
教
授 

 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 

知
真 
様 

 

神
山
ま
る
ご
と
高
専
教
官 

 
 
 
 
 
 
 
 

宮
月 

中 
 

様 
 

徳
島
大
学 

大
学
院
生 

記
、
こ
の
討
論
会
の
詳
細
は
、
後
日
議
事
録
が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、 

よ
ろ
し
く
ご
照
覧
く
だ
さ
い
。 

♦
第
25
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞 

作
品
募
集 

 

令
和
６
年
度
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
・
徳
島
新
聞
社
共
催
「
第
25
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」
の
募
集
を
致

し
ま
す
。
心
に
浮
か
ぶ
諸
々
を
、
す
っ
と
文
字
に
移
せ
ば
そ
れ
は
随
筆
で
す
。
初
め
て
の
方
も
挑
戦
し

て
く
だ
さ
い
。
皆
様
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
り
、
お
知
り
合
い
の
方
々
に
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

 

応
募
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。 

一
、 

応
募
資
格 

徳
島
県
内
在
住
者
ま
た
は
徳
島
県
出
身
者 

二
、 

形
式 

 
 

随
筆
や
主
張
な
ど
の
散
文
形
式 

三
、 

内
容 

 
 

自
由 

四
、 

１
人
１
編
、
未
発
表
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
こ
と
。 

五
、 

書
式 

１
、 

文
字
数
は
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
４
枚
以
上
５
枚
ま
で
。（
作
品
名
・
氏
名
含
む
） 

２
、 

必
ず
ペ
ー
ジ
数
を
紙
面
右
下
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

３
、 

手
書
き
の
場
合
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
Ａ
４
サ
イ
ズ
横
判
縦
書
き
。
わ
か
り
や
す
く
濃

い
文
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い 

４
、
作
品
１
行
目
に
作
品
名
、
２
行
目
に
氏
名
を
書
き
、
３
行
目
か
ら
本
文
と
し
ま
す
。 

５
、
必
ず
規
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
が
な
い
場
合
、 

別
紙
に
次
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
原
稿
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

➀
氏
名 

②
電
話
番
号 

③
郵
便
番
号 

④
住
所 

⑤
年
齢
（
学
生
、
生
徒
の
場
合
学
校
名
） 

⑥
作
品
名 

 

（
個
人
情
報
は
、
本
募
集
に
関
す
る
以
外
に
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
） 

 
 
 
 

６
、
作
品
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。
外
国
の
方
も
日
本
語
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

７
、
作
品
は
郵
送
に
限
り
ま
す
。
作
品
受
理
後
の
原
稿
の
返
却
、
原
稿
訂
正
は
お
受
け
致
し
兼
ね

ま
す
の
で
、
発
送
前
に
十
分
に
ご
確
認
の
程
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

六
、
作
品
の
送
り
先 

 
 
 
 
 

〒
７
７
０―

０
８
７
３ 

徳
島
市
東
沖
洲
２
丁
目
１
～
13 

 
 
 
 
 
 

徳
島
県
教
育
印
刷
（
株
）
内 

 
 
 
 
 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
「
第
25
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」
係 

 
 

七
、
応
募
締
め
切 

２
０
２
４
年
６
月
３０
日
（
当
日
消
印
有
効
） 

 
 

八
、
入
賞
発
表 

８
月
下
旬
（
予
定
） 

徳
島
新
聞
紙
上
（
受
賞
者
に
は
、
直
接
連
絡
し
ま
す
） 

 

♦
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

（
当
会
員
の
方
々
で
す
。） 

 
 

 
 
 

文
化
庁
褒
賞 

芸
術
文
化
功
労
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
内 

菊
世 

様 

 
 
 

第
38
回
国
民
文
化
祭 

連
句
部
門 

実
行
委
員
会
会
長
賞 

 

東
條 

士
郎 

様 

 
 
 

正
倉
院
展 

短
歌
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル 

 

読
売
テ
レ
ビ
賞 

 
 

松
尾 

初
夏 

様 

 
 
 

第
20
回
夢
道
忌
俳
句
大
会 

 
 
 
 
 

優
秀
賞 

 
 
   

原
田 

厚
子 

様 

 
 
 

第
21
回
と
く
し
ま
文
学
賞 

連
句
部
門 

 

最
優
秀
賞       

関 

真
由
子 

様 

 
     

 
 
   

 
  

二
橋 

満
璃 

様 

 
 
 

優
秀
賞  

 
 
 

関 

真
由
子 

様 

東
條 

士
郎 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
  

二
橋 

満
璃 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 

竹
内 

菊
世 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
  

早
見 

敏
子 

様 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 

鎌
田 

明
日
侖 

様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

俳
句
部
門 

 

優
秀
賞 

 
 
 
 

長
町 

淳
子  

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幸
田 

清
子 

様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

随
筆
部
門 

 

優
秀
賞 

 
     

粟
谷 

健 
 

様 
♦
新
会
員
紹
介 

  

新
た
に
ご
入
会
な
さ
っ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。 

坂
下 

英
治 

様 

 
 
   

藤
居 
光
夫 

様 

 
 
 
 

星
野 
凜 

 

様 

       

皆
様
、
ご
自
由
に
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
活
躍
、
心
か
ら
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 
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秋
の
文
学
散
歩
の
ご
案
内 

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
長
ら
く
休
止
し
て
お
り
ま
し
た
文
学
散
歩

を
、
本
年
の
秋
か
ら
再
開
い
た
し
ま
す
。
皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

 

目
的
地 

徳
島
新
聞
社
印
刷
セ
ン
タ
ー
（
見
学
） 

 
 
 
 
 
 

北
島
町
高
房 

 

日
時 

 

９
月
18
日
午
前
10
時
～
12
時 

 

人
数 

 

60
人
ま
で 

 
 

会
費 

 

無
料 

 

集
合
場
所
等
の
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
、
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
通

信
第
１
９
８
号
（
８
月
１
５
日
発
行
予
定
）
で
ご
連
絡
し
ま
す
。 

 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集 

特
集
・
一
般
原
稿
募
集 

 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
42
の
特
集
原
稿
と
一
般
原

稿
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
昨
年
は
事
情
に
よ
り
、
特
集
を
休
み
ま

し
た
が
、
本
年
か
ら
例
年
通
り
再
開
い
た
し
ま
す
。 

特
集
名
は
本
年
度
の
県
民
文
化
祭
分
野
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
読
書

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
因
み
ま
し
て
、「
私
の
お
す
す
め
の
一
冊
」 

（
仮
題
）
の
予
定
で
す
。
皆
様
奮
っ
て
玉
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

詳
細
は
、徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
通
信
第
１
９
８
号
に
掲
載
し
ま
す
。 

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

皆
生
温
泉 

 
 

 
 

 
 

喜
多
條 

高
資 

昨
夏
、
皆
生
温
泉
（
鳥
取
県
米
子
市
）
の
老
舗
旅
館
で
働
く
機

会
を
得
た
。
そ
の
旅
館
の
事
務
室
に
は
「
苦
難
は
人
を
向
上
さ
せ

る
」
と
い
う
張
り
紙
が
あ
っ
た
。
戦
国
時
代
に
活
躍
し
た
山
陰
の

麒
麟
児
・
山
中
鹿
介
の
言
葉
、「
我
に
七
難
八
苦
を
与
え
た
ま
え
」

を
意
識
し
て
の
こ
と
ら
し
い
。
宿
泊
業
界
は
幾
度
と
な
く
苦
難
に

直
面
し
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
コ
ロ
ナ
禍
だ
ろ
う
。 

 

皆
生
に
は
人
々
の
魂
が
「
皆
、
よ
み
が
え
る
（
生
き
る
）」
と
い

う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
そ
の
温
泉
は
海
か
ら
湧
く
「
塩
の 

湯
」
で
あ
る
。
海
岸
の
散
歩
は
海
風
と
潮
の
香
り
が 

心
地
よ
く
、
仕
事
を
終
え
て
の
毎
日
の
温
泉
は
至
福 

の
ひ
と
時
だ
っ
た
。 

私
は
定
年
ま
で
新
聞
社
で
働
い
て
き
た
。
サ
ー
ビ
ス 

業
の
仕
事
に
就
い
た
経
験
は
ほ
ぼ
な
く
、
旅
館
で
は 

ひとりごと 

数
多
く
の
失
敗
を
し
、
新
た
な
学
び
と
気
付
き
が
あ
っ
た
。 

人
生
で
大
切
な
の
は
新
し
い
経
験
を
積
む
こ
と
だ
と
感
じ
て
い

る
。
年
を
重
ね
て
も
様
々
な
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

伝
統
の
あ
る
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
６
月
に
入
会
し
た
ば
か
り
。記

者
を
し
て
き
た
と
は
い
え
、
文
才
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
一
文
一
文

に
苦
労
し
た
身
で
あ
る
。
色
々
と
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る 

 

桜
の
縁 

 
 

 
 

 
 

 
 

坂
下 

栄
治  

 

青
森
で
生
ま
れ
小
樽
で
育
っ
た
私
は
、
幼
い
時
か
ら
桜
と
城
が

好
き
だ
っ
た
。
家
紋
も
桜
。  

徳
島
で
就
職
し
、
講
演
が
仕
事
と
な
り
、
出
張
で
全
国
の
桜
と
城

を
見
て
周
る
こ
と
が
出
来
た
。 

  

定
年
退
職
後
、
自
治
会
の
お
世
話
を
す
る
う
ち
、
皆
で
桜
を
植
え

る
事
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
伐
採
し
た
雑
木
の
処
分
が
難
題
だ
っ

た
。  

私
の
父
は
自
分
の
前
半
生
の
冒
険
談
を
、
私
や
我
家
の
客
に
も
、

度
々
語
っ
て
い
た
。
話
し
方
も
上
手
で
、「
そ
の
物
語
を
本
に
」
と

言
わ
れ
た
。
父
は
お
前
が
書
け
と
言
っ
た
。
父
の
物
語
は
、
歌
や
小

説
、
映
画
に
も
成
っ
て
い
る
。
物
語
は
ま
だ
ま
だ
有
る
が
、
作
者
の

従
兄
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
伐
採
木
の
処
分
で
、
東
條
さ
ん

と
知
り
合
い
、
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
紹
介
し
て
頂
い
た
。 

父
の
声
が
聞
こ
え
る
。
約
束
を
果
す
時
が
来
た
。 

 

文
化
と
い
う
青
春
に
回
帰 

 

藤
居 

光
夫 

 

学
生
時
代
は
そ
れ
な
り
に
読
書
を
こ
な
し
、６
年
間
は
演
劇
活
動

に
没
頭
し
、
あ
わ
よ
く
ば
役
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
し
か
し
父
の
一
喝
で
夢
は
潰
え
、
地
味
な
土
木
技
術
者
と
し

て
社
会
に
出
た
。
昭
和
40
年
代
後
半
は
列
島
改
造
ま
っ
た
だ
中
、

全
国
を
股
に
昼
夜
を
問
わ
ず
休
み
無
く
働
か
さ
れ
、
読
書
と
言
え

ば
必
要
な
専
門
書
以
外
に
読
ん
だ
こ
と
も
無
く
、
好
き
な
演
劇
も

見
ら
れ
ず
、
ま
さ
に
文
化
と
い
う
言
葉
と
は
無
縁
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
社
で
は
重
要
な
立
場
も
任
さ
れ
、充
実
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人

生
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
20
年
以
上
の
単
身
赴
任
を
終
え
退
職 

 
 

し
帰
っ
て
み
る
と
、
地
域
に
友
人
知
人
は
少
な
く
、
妻
か
ら
は 

多
少
疎
ま
れ
る
自
分
が
い
た
。
何
か
な
い
か
と
考
え
る
中
、
新
聞

で
随
筆
大
賞
募
集
の
記
事
。
青
春
時
代
に
戻
っ
た
気
持
ち
で
文
章 

作
り
に
着
手
し
今
に
至
っ
て
い
る
。 

市
民
劇
場
と
い
う
演
劇
鑑
賞
運
動
に
も
参
加
し
、
そ
の
ご
縁
で 

俳
句
の
会
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
も
誘
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
に
文

化
に
没
頭
す
る
毎
日
に
な
り
そ
う
だ
。 

 

同
時
代
の
作
家 

 
 

 
 

喜
島 

政
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
「
か
も
め
」
に
登
場
す
る
小
説
家
ト
リ
ゴ
ー
リ
ン

は
こ
う
語
り
ま
す
。 

「
こ
こ
に
ト
リ
ゴ
ー
リ
ン
が
眠
っ
て
い
る
よ
。
い
い
作
家
だ
っ
た
、

し
か
し
ト
ゥ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
よ
り
は
下
手
だ
っ
た
（
湯
浅
芳
子
訳
）」 

 

残
念
な
が
ら
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
が
作
家
と
し
て
の
地
位
を
固
め
た

頃
、
ト
ゥ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
は
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
て
お
り
二
人
の
交

流
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

け
れ
ど
も
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
ト
ル
ス
ト
イ
と
は
親
交
が
あ
り
ま
し

た
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
41
歳
の
時
、
ト
ル
ス
ト
イ
と
談
笑
す
る
写
真
が

残
っ
て
い
ま
す
。
ト
ル
ス
ト
イ
は
73
歳
。 

 

私
た
ち
は
過
去
の
作
品
を
読
む
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
を
全
く
無
関

係
な
も
の
と
し
て
読
ん
で
い
ま
す
が
、
実
は
そ
う
し
た
作
家
の
間

に
も
親
交
が
あ
っ
た
り
嫉
妬
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
と
面
白
い
で
す
ね
。 

 

「
ひ
と
り
ご
と
」
か
ら
…
ひ
と
こ
と 

 

「
ひ
と
り
ご
と
」
欄
を
初
め
て
提
案
し
た
の
が
第
１
９
３
号
な
の

で
、
今
号
で
４
回
目
の
掲
載
に
な
り
ま
す
。
こ
の
シ
ョ
ー
ト
エ
ッ

セ
イ
欄
は
、
会
員
相
互
の
あ
け
っ
ぴ
ろ
げ
の
掲
示
板
と
し
て
何
時

で
も
何
度
で
も
ご
自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
近
況
報
告
お
よ
び
心
情
の
吐
露
の
場
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
指
名
を
待
つ
こ
と
な
く
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
俳
句
や
短
歌
、
川

柳
あ
る
い
は
現
代
詩
も
ど
う
ぞ
。
文
字
数
は
本
号
が
基
準
（
３
０

０
～
４
０
０
字
以
内
）
に
則
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
多
少
の

増
減
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
係
） 
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文
化
財
保
護
～
大
代
（
お
お
し
ろ
）
古
墳

の
思
い
出
～ 

 

新
開 

英
毅 

  

私
の
教
員
生
活
の
中
で
、
教
育
行
政
に
携
わ

っ
た
の
は
二
度
あ
る
。
そ
の
一
つ
、
徳
島
県
教
育

委
員
会
文
化
財
課
に
お
け
る
勤
務
は
青
天
の
霹

靂
で
あ
っ
た
。
毎
日
が
、
聞
く
も
の
、
見
る
も
の
、

知
る
も
の
全
て
が
新
鮮
で
苦
労
は
多
か
っ
た

が
、
楽
し
い
、
懐
か
し
い
思
い
出
も
少
な
く
な

い
。
鳴
門
市
大
津
町
大
代
に
あ
る
大
代
古
墳
、
発

掘
間
も
な
い
古
墳
に
出
会
っ
た
と
き
の
驚
き
と

感
動
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

大
代
古
墳
は
、
２
０
０
０
年
に
四
国
横
断
自

動
車
道
建
設
に
伴
う
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
事
前
調
査
に
よ
り
、
道
路
予
定
地

の
尾
根
上
に
前
方
後
円
墳
（
全
長
54
ｍ
）
が
確

認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動

車
道
の
鳴
門
料
金
所
か
ら
板
野
方
面
に
向
か
う

途
中
に
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
並
ん
で
見
え
そ
の

上
に
古
墳
が
あ
る
。
前
方
後
円
墳
は
４
世
紀
末

に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
方
後
円
墳
か

ら
は
、
竪
穴
式
石
室
と
そ
の
内
部
の
刳
抜
式
舟

形
石
棺
が
発
掘
さ
れ
た
。
発
掘
時
に
は
、
石
室
内

は
大
規
模
な
盗
掘
を
受
け
て
い
た
が
、
副
葬
品

の
ほ
と
ん
ど
は
少
し
離
れ
た
位
置
で
検
出
さ
れ

た
。
大
代
古
墳
の
被
葬
者
は
、
香
川
県
津
田
方
面

で
港
湾
を
掌
握
し
て
い
た
首
長
と
想
定
さ
れ
遠

く
は
畿
内
方
面
と
関
係
を
有
し
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
。 

 

文
化
庁
と
京
都
大
学
の
専
門
家
に
よ
る
調
査
の
結

果
、
歴
史
的
価
値
が
高
い
と
判
断
さ
れ
現
地
保
存
と

決
ま
っ
た
。
そ
の
後
建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）
と

日
本
道
路
公
団
は
、
当
所
予
定
し
て
い
た
古
墳
を
破

壊
す
る
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
か
ら
ト
ン
ネ
ル
工
法
に
変

更
し
た
。
片
側
３
車
線
と
な
る
大
断
面
双
設
（
メ
ガ

ネ
）
ト
ン
ネ
ル
で
大
代
古
墳
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
。
大

代
古
墳
は
、
国
の
史
跡
「
鳴
門
板
野
古
墳
群
」
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。 

 

文
化
財
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、

今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
財
産
で
あ

る
。
文
化
財
は
保
護
す
る
だ
け
で
は
な
く
広
く
市
民

に
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
代
古
墳
は
、
鳴

門
市
教
育
委
員
会
が
、
現
地
で
石
棺
の
原
寸
大
の
レ

プ
リ
カ
を
展
示
し
て
説
明
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て

い
る
。
発
掘
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
は
、
地
中
に
埋
ま

っ
た
ま
ま
で
実
物
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
残

念
で
あ
る
。 

徳
島
県
に
は
、
有
形
文
化
財
、
無
形
文
化
財
、
民
俗

文
化
財
、
記
念
物
な
ど
多
数
の
文
化
財
が
あ
る
。 

過
日
、
興
源
寺
の
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
家
墓
所
が
、
何

者
か
に
よ
っ
て
い
た
ず
ら
を
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

若
者
も
含
め
地
域
の
人 

達
が
地
域
社
会
に
愛
着 

を
も
つ
た
め
に
も
、
県 

内
各
地
に
あ
る
素
晴
ら 

し
い
文
化
財
を
次
世
代 

に
伝
承
す
る
こ
と
は 

大
切
な
こ
と
と
思
う
。 

高
速
道
古
墳
見
上
げ
て 

 
 
 
 
 
 
 

春
の
雲 

  
 

                                                            

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

                                

あ 

                                                                                               

「
飛
行
船
」
創
刊
30
号
記
念
号 

２
０
０
７
年
第
一
号
を
発
行
し
て
か
ら

16
年
。
２
０
２
３
年
秋
冬
号
は
、
創
刊
30

号
記
念
号
と
な
っ
た
。
記
念
特
集
と
し
て
、

従
来
の
小
説
や
評
論
の
ほ
か
に
、毎
号
手
に

取
っ
て
購
読
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
エ
ッ

セ
イ
を
掲
載
し
て
い
る
。 

発
行 

 

飛
行
船
の
会 

 

Ａ
５
判 

 

定
価 

 

１
０
０
０
円
（
税
込
み
） 

 
 

 

Ｉ
Ｔ
技
術
が
生
成
Ａ
Ｉ
に
発
展
し
、
文
芸
に

ま
で
そ
れ
を
適
用
す
る
試
み
が
始
ま
っ
た
。
そ

れ
を
歓
迎
す
る
声
と
危
惧
す
る
声
と
が
同
時
に

上
が
っ
て
い
る
。
寺
田
虎
彦
さ
ん
の
随
筆
の
中

に
、
孔
子
と
老
子
の
違
い
を
絵
画
で
諷
し
た
面

白
い
話
が
あ
る
。 

そ
び
え
立
つ
富
士
山
の
頂
に
水
平
線
を
引
い

て
、
そ
れ
か
ら
下
が
孔
子
の
領
域
、
そ
の
水
平
線

を
取
っ
払
っ
た
す
べ
て
が
老
子
の
世
界
で
あ
る

と
す
る
。
つ
ま
り
孔
子
は
地
に
足
が
着
く
と
こ

ろ
ま
で
、
老
子
は
何
の
制
限
も
な
く
、
宇
宙
の
果

て
ま
で
自
由
奔
放
と
す
る
。
こ
れ
は
人
間
の
経

験
の
踏
襲
し
か
で
き
な
い
Ａ
Ｉ
と
、
絶
え
ず
自

由
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
、
無
い
も
の
を
創
造
創

作
し
、
自
ら
夢
を
抱
き
求
め
る
人
間
と
の
対
比 

に
似
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

 
 

（
粟
） 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

ほ
ん
の
散
歩
道 

最
近
出
版
さ
れ
た
方
は
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

「
鳥
居
き
み
子
」 

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
人
類
学
者

鳥
居
龍
蔵
を
援
け
て
家
族
と
と
も
に
中
国
奥
地
ま

で
も
分
け
入
り
、
自
ら
も
女
性
民
俗
学
者
の
先
駆

け
と
な
っ
た
妻
き
み
子
と
、
そ
の
生
き
様
を
描
い

た
児
童
書
。
こ
の
書
か
ら
女
性
の
生
き
方
や
、「
人

類
学
」
を
通
し
て
争
い
の
な
い
平
和
な
世
界
の
く

る
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。 

著
者 

 

竹
内 

紘
子 

発
行 

く
も
ん
出
版 

四
六
版
、
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
、
１
８
４
ペ
ー
ジ 

定
価 

 
 

１
４
０
０
円
（
税
別
） 

 

 

「
阿
波
の
歴
史
小
説
」《
44
》 

 
 

阿
波
に
因
縁
あ
り 

 

第
44
集
は
、
舞
台
が
阿
波
で
あ
る
こ
と
の

因
縁
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。様
々
な
視
点

か
ら
歴
史
を
見
つ
め
、特
に
阿
波
と
い
う
土

地
柄
を
見
据
え
た
切
り
口
の
物
語
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。 

  

発
行 

阿
波
の
歴
史
を
小
説
に
す
る
会 

 

Ｂ
６
判 

 

定
価
１
２
０
０
円
（
税
別
） 

 


